








加えた 1）。ところが、1945 年 8 月 15 日、日本が戦争に
敗れると、朝鮮半島は 35 年に及ぶ日本帝国主義による
植民地支配から解放された。在日朝鮮人の大部分は、故
郷への帰国を希望し、自力で帰国した者が 8 月 15 日か
ら 11 月 30 日までに 55 万人、それ以後翌 46 年 4 月末ま
でに 5 万人といわれている 2） 。
　日本政府は、9 月中旬になって集団「移入」労働者の
帰還事業を一部開始したが、11 月 1 日の GHQ の指令に























親日派、反共産主義者をひきいれ、11 月 16 日には東京
芝区田村町で正式に建青を発足させた。
占領期の在日朝鮮人による民主主義メディア
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Abstract
This paper discusses the sprouting and challenges of democratic media in Japan during the era around 1945, when the 
country was defeated in the Second World War, occupied by the Allied Powers, and its colonies were liberated. General 
Headquarters （GHQ） had aimed for Japan’s democratization and demilitarization: early democratization programs greatly 
influenced how the transformation was promoted in Japan’s film industry. During this era, ethnic Koreans residing in 
Japan （Zainichi Koreans）, liberated from colonial rule, began to form their own cultural organizations in various parts of 
the country. The approaches taken by Nippon Eiga Shinsha and by Zainichi Koreans of Minshu Eigasha during the early 
stages of democracy are examined. The present paper considers the content of specific video works such as news and 
documentary films by these film companies.  
A Democratic Media by Zainichi Korean in the Occupation Period
-'Choryun News' as a Transboundary Media and a Report of the Atomic Bombs-
キーワード：映像史、占領期、ニュース映画、在日朝鮮人

























































全技術部門のスタッフは総勢 30 名を超えた（表 1-1）。
　民映は、日本国内のニュースを朝鮮半島に伝えたのみ
ならず、本国のニュースも日本に伝えていた。日本ニュー
ス戦後編第 43 号（1946 年 11 月 5 日）の「米ソ軍政下
新朝鮮の動向」は「民衆映画提供」となっており 
（図 1-3）、「終戦後初めて朝鮮からもたらされたニュース






鮮で上映された。1946 年に朝連が金正洪ら 5 名を祖国





では 1947 年の 3 月まで「朝連ニュース」を平均月 1 巻














建方策を立てたが、うまくいかず、結局 47 年 9 月には
機材全てを転売し幕を閉じた 8）。
　その後 51 年に朝連の後をうけて結成された在日本朝
鮮統一民主戦線のもと、1953 年 7 月には改めて在日朝
鮮映画人集団（第 2 章で詳述）が結成され、『民戦ニュー
ス』や『朝鮮の子』（1955 年）などが製作された 9）。 
　解放当時は朝連の映画課にいた李芳寧（李邦寧と記述










図 1-3　日本ニュース戦後編第 43 号（1946.11.5）
表 1-1　「朝連ニュース」創設時のスタッフ



























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
をつくる上でどんな映画製作がそ
の目的を達成させることができるだろうか ?　我々は在来
0 0 0 0 0
の商業的な日本映画や技術的に完成された米国映画を模
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
倣していては到底その目的を達成させることはできない



































独立したものである。朝鮮国際新聞社とは、46 年 5 月
に許宗軫により東京で設立された新聞社で、『朝鮮国際


























































































流し、同年 8 月に傘下団体 49 団体（出版 15、新聞・通




























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
なければならない































いた（日本ニュース戦後編第 43 号（1946 年 11 月 5 日）
の「米ソ軍政下新朝鮮の動向」は民衆映画提供）。
　1945 年の敗戦直後から活動を開始し、1947 年の 3 月


































伝えた視覚的記録は 1946 年 2 月までにアメリカによっ
て没収されたため、原爆の惨状の映像や写真は、一般日本













理下で作業が進み、1946 年 4 月、『EFFECTS OF THE 















表 1-7　朝連ニュースの主なタイトル（1945 年〜 47 年）
（記録が残っているもののみ記載）　
【第 1 報】（1945 年）
　・日本降伏の真相、広島原子爆弾




　・日本政府馘首撤回 ! 　国鉄会員の凱歌 !
　・特報 歴史の日、3 月 1 日は来た
　　28年ぶりの革命記念追悼人民大会開催（東京・日比谷）
　・ 朝連ニュースは 1919 年 3 月 1 日を永遠に記念する
ため、三・一革命記念特報をささげる





【第 7 報】（1946 年）
　・朝連婦女部結成大会（千葉）/ ほか
【第 8 報】（1946 年）
　・敗戦 1 周年　日本の表情 / 朝鮮解放 1 周年の日






【第 13 報】（1947 年 10 月）
　・着々進歩する建設戦
図 1-8　日本ニュース第 257 号「原子爆弾 広島市の惨害」






















































2 報「日本政府馘首撤回 ! 国鉄会員の凱歌 !」や第 8 報「敗


















































の朝鮮人原爆被爆者は 7 万人、死亡者は 4 万人と推定さ
れた 25）が、日本社会が朝鮮人被爆者の存在に気づくの






































5） 南浩榮、1946、『「朝連ニュース」第 8 号を出しながら』（以下
の資料集に収録。朴慶植編、前掲書。）









































































28） 『マスコミ Q ある密入国者・韓国人被爆者、孫貴達』（TBS:1968）
など。
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